
関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
二
条
）

措
置

民
間
警
備
業
法
（
二
千
十
二
年
法
律
第
Ｈ
Ｏ

六

Ｎ
号
）
第
十
二
条

概
要

ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
の
国
民
の
み
が
、
護
衛
及
び
警
備
員
の
資
格
を
取
得
し
、
護
衛
及
び
警
備
員
の
職
務
（
武
器
及

び
特
別
な
手
段
の
使
用
を
含
む
。）を
遂
行
す
る
権
利
を
有
す
る
。

九

分
野

情
報
及
び
通
信

小
分
野

フ
ィ
ル
ム
、
映
像
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
番
組
及
び
音
楽
そ
の
他
の
音
声
記
録
の
制
作
並
び
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
番
組
及
び
ラ
ジ

オ
番
組
の
編
成
及
び
放
送

産
業
分
類

経
済
活
動
の
分
類
Ｈ
Ｄ

〇
一
一

二
〇
一
三

六
〇

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
番
組
及
び
ラ
ジ
オ
番
組
の
編
成
及
び
放
送

関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
二
条
）

最
恵
国
待
遇
（
第
三
条
）

措
置

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ラ
ジ
オ
に
関
す
る
法
（
二
千
年
法
律
第
Ｈ
Ｏ

九
十
七
号
）
第
十
六
条
及
び
第
五
十
五
・
一
条

概
要

民
間
の
多
重
化
装
置
事
業
者
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
法
人
と
す
る
。
外
国
資
本
の
参
加
の

割
合
は
、
民
間
の
多
重
化
装
置
事
業
者
並
び
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ラ
ジ
オ
事
業
者
の
決
定
の
採
択
に
必
要
な
株
式
の

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
国
際
協
定
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な
参
加
の
割
合
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

十

分
野

金
融
業
及
び
保
険
業

小
分
野

産
業
分
類

経
済
活
動
の
分
類
Ｈ
Ｄ

〇
一
一

二
〇
一
三

六
四

金
融
サ
ー
ビ
ス

関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
二
条
）

措
置

銀
行
及
び
銀
行
業
に
関
す
る
法
（
千
九
百
九
十
六
年
法
律
第
Ｈ
Ｏ

六
十
八
号
）
第
四
条
及
び
第
十
四
条

概
要

銀
行
業
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
、
及
び
許
可
を
受
け
る
法
人
又
は
支
店
に
よ
っ
て
の
み
提
供

さ
れ
る
。

十
一

分
野

金
融
業
及
び
保
険
業

小
分
野

産
業
分
類

経
済
活
動
の
分
類
Ｈ
Ｄ

〇
一
一

二
〇
一
三

六
五

保
険
サ
ー
ビ
ス

関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
二
条
）

最
恵
国
待
遇
（
第
三
条
）

措
置

保
険
及
び
保
険
業
に
関
す
る
法
（
二
千
七
年
法
律
第
Ｈ
Ｏ

百
七
十
七

Ｎ
号
）
第
一
条
及
び
第
四
十
七
条

概
要

保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
、
及
び
登
録
さ
れ
る
法
人
又
は
支
店
に
よ
っ
て
の
み

提
供
さ
れ
る
。

外
国
の
保
険
会
社
は
、
世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
に
整
合
的
で
あ
り
、
か
つ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
が
締
結
し
て
い

る
国
際
協
定
の
当
事
国
で
あ
る
国
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
支
店
又
は
子
法

人
を
設
立
す
る
こ
と
な
し
に
、
公
募
を
通
じ
て
保
険
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
法
人
は
、
次
の
事
項
に

関
連
す
る
危
険
を
対
象
と
す
る
保
険
の
み
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

海
上
運
送
、
民
間
航
空
並
び
に
宇
宙
船
の
打
上
げ
及
び
運
送
貨
物
（
衛
星
を
含
む
。）。
こ
れ
ら
の
保
険
は
、
輸

送
物
品
、
輸
送
機
関
及
び
こ
の
よ
う
な
運
輸
か
ら
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
責
任
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝

国
際
貨
物
運
送

⒞

再
保
険
、
再
再
保
険
及
び
再
保
険
に
関
連
す
る
他
の
サ
ー
ビ
ス

十
二

分
野

金
融
業
及
び
保
険
業

小
分
野

産
業
分
類

経
済
活
動
の
分
類
Ｈ
Ｄ

〇
一
一

二
〇
一
三

六
六

金
融
及
び
保
険

関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
二
条
）

措
置

証
券
市
場
法
（
二
千
七
年
法
律
第
Ｈ
Ｏ

百
九
十
五

Ｎ
号
）
第
三
条
、
第
二
十
五
条
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
九

条

概
要

ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
の
証
券
市
場
法
に
規
定
す
る
投
資
サ
ー
ビ
ス
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
、

及
び
登
録
さ
れ
る
法
人
又
は
支
店
に
よ
っ
て
の
み
提
供
さ
れ
る
。

十
三

分
野

金
融
業
及
び
保
険
業

小
分
野

産
業
分
類

経
済
活
動
の
分
類
Ｈ
Ｄ

〇
一
一

二
〇
一
三

六
六

金
融
及
び
保
険

関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
二
条
）

措
置

投
資
基
金
法
（
二
千
十
年
法
律
第
Ｈ
Ｏ

二
百
四
十
五

Ｎ
号
）
第
五
十
五
条
及
び
第
六
十
条

中
央
銀
行
理
事
会
規
則
一
〇

〇
一
（
二
千
十
一
年
規
則
第
百
十
六

Ｎ
号
）
第
三
十
八
条

概
要

フ
ァ
ン
ド
の
運
用
サ
ー
ビ
ス
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
法
人
又
は
支
店
に
よ
っ
て
の
み
提
供

さ
れ
る
。

日
本
国
の
表

一

分
野

全
て
の
分
野

小
分
野

産
業
分
類

関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
二
条
）

特
定
措
置
の
履
行
要
求
の
禁
止
（
第
六
条
）

概
要

日
本
国
は
、
公
的
企
業
又
は
政
府
機
関
の
持
分
又
は
資
産
を
移
転
し
、
又
は
処
分
す
る
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
を
行

う
権
利
を
留
保
す
る
。

⒜

ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
の
投
資
家
又
は
そ
の
投
資
財
産
が
そ
の
よ
う
な
持
分
又
は
資
産
を
所
有
す
る
こ
と
を
禁
止

し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

⒝

ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
の
投
資
家
又
は
そ
の
投
資
財
産
が
そ
の
よ
う
な
持
分
又
は
資
産
の
所
有
者
と
し
て
後
継
企

業
を
支
配
す
る
能
力
を
制
限
す
る
こ
と
。

⒞

後
継
企
業
の
役
員
、
理
事
又
は
取
締
役
の
国
籍
に
関
す
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
。

現
行
の
措
置

二

分
野

全
て
の
分
野

小
分
野

十
四

分
野

金
融
業
及
び
保
険
業

小
分
野

産
業
分
類

経
済
活
動
の
分
類
Ｈ
Ｄ

〇
一
一

二
〇
一
三

六
四
・
九
二
・
一

質
屋
業

関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
二
条
）

措
置

質
屋
及
び
質
屋
業
に
関
す
る
法
（
二
千
三
年
法
律
第
Ｈ
Ｏ

四
十
三

Ｎ
号
）
第
三
条

概
要

ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
法
人
及
び
個
人
企
業
の
み
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
質
屋
業

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
属
書
Ⅱ

第
七
条
２
に
規
定
す
る
適
合
し
な
い
措
置

１

締
約
国
の
表
は
、
当
該
締
約
国
が
次
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
に
適
合
し
な
い
現
行
の
措
置
を

維
持
し
、
又
は
新
た
な
若
し
く
は
一
層
制
限
的
な
措
置
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
の
分
野
、
小
分
野
又
は
活

動
に
つ
い
て
、
第
七
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

⒜

第
二
条

⒝

第
三
条

⒞

第
六
条

２

表
の
留
保
事
項
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
す
る
。

⒜

分
野
。「
分
野
」
に
は
、
留
保
事
項
が
対
象
と
す
る
分
野
を
示
す
。

⒝

小
分
野
。「
小
分
野
」
に
は
、
記
載
す
る
場
合
に
は
、
留
保
事
項
が
対
象
と
す
る
個
別
の
小
分
野
を
示
す
。

⒞

産
業
分
類
。「
産
業
分
類
」
に
は
、
記
載
す
る
場
合
に
は
、
適
合
し
な
い
措
置
の
対
象
と
な
る
活
動
で
あ
っ
て
国

内
産
業
分
類
又
は
国
際
産
業
分
類
の
下
で
行
わ
れ
る
も
の
を
透
明
性
の
観
点
か
ら
の
み
示
す
。

⒟

関
連
す
る
義
務
。「
関
連
す
る
義
務
」
に
は
、
１
に
規
定
す
る
義
務
で
あ
っ
て
、
第
七
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
、

留
保
事
項
に
掲
げ
る
分
野
、
小
分
野
又
は
活
動
に
つ
い
て
適
用
し
な
い
も
の
を
特
定
す
る
。

⒠

概
要
。「
概
要
」
に
は
、
留
保
事
項
が
対
象
と
す
る
分
野
、
小
分
野
又
は
活
動
に
つ
い
て
の
範
囲
又
は
性
質
を
記

載
す
る
。

⒡

現
行
の
措
置
。「
現
行
の
措
置
」
に
は
、
特
定
す
る
場
合
に
は
、
留
保
事
項
が
対
象
と
す
る
分
野
、
小
分
野
又
は

活
動
に
つ
い
て
適
用
す
る
現
行
の
措
置
の
一
覧
（
全
て
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
）
を
透
明
性
の
観
点
か

ら
明
示
す
る
。

３

留
保
事
項
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
留
保
事
項
に
関
す
る
全
て
の
事
項
を
考
慮
す
る
。「
概
要
」
は
、
他
の
全

て
の
事
項
に
優
先
す
る
。

４

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、「
Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」
と
は
、
日
本
国
総
務
省
が
作
成
し
、
二
千
十
三
年
十
月
三
十
日
に
改
定
し

た
日
本
標
準
産
業
分
類
を
い
う
。

５

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、「
経
済
活
動
の
分
類
Ｈ
Ｄ

〇
一
一

二
〇
一
三
」
と
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
経
済
省

が
二
千
十
三
年
九
月
十
九
日
に
作
成
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
の
経
済
活
動
の
種
類
の
分
類
を
い
う
。
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